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令和７年産の生産状況について   
 

農産食品課 

 

１ 令和７年産「富富富」の生産状況について 

 

 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 

 

R7 

 

栽培 

面積

（ha） 
518 1,113 1,282 1,392 1,445 1,640 2,355 2,805 

生産量

（ﾄﾝ） 
2,570 5,493 6,827 6,736 7,046 7,641 10,916 - 

経営 

体数 
469 676 654 649 604 613 783 844 

1 等 

比率

（％） 

98.8 90.9 96.4 96.3 95.6 93.5 96.8※ - 

参考 

コシヒ

カリ 

1 等 

比率 

88.5 84.7 90.9 95.1 87.0 50.6 90.7※ - 

※R６の 1 等比率は令和７年３月末現在の値。うるち全体では 90.7％。 

 

 
 

資 料 １ 
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　令和７年産「富富富」申請状況（協議会別）

登録申請者数
見込面積

(ha)
登録者数

面積
(ha)

登録者数
面積
(ha)

ＪＡみな穂「富富富」ブランド化推進協議会 96 688 87 512 9 176

黒部「富富富」ブランド化推進協議会 39 157 38 149 1 8

ＪＡうおづ「富富富」ブランド化推進協議会 60 170 59 154 1 17

JAアルプス｢富富富」ブランド化推進協議会 168 505 154 446 14 59

JAあおば｢富富富」ブランド化推進協議会 68 182 56 114 12 68

ＪＡ富山市『富富富』ブランド化推進協議会 104 170 94 135 10 35

ＪＡなのはな「富富富」ブランド化推進協議会 49 145 42 136 7 9

射水市「富富富」ブランド化推進協議会 19 98 20 86 △ 1 12

高岡市農業技術者協議会 50 77 46 68 4 8

氷見市「富富富」ブランド化推進協議会 38 124 35 116 3 8

いなば農業技術者協議会 79 321 74 273 5 48

ＪＡとなみ野「富富富」ブランド化推進協議会 69 161 71 158 △ 2 4

なんと特別栽培米生産組合 2 4 2 3 0 1

福光農業改良協議会 3 2 5 6 △ 2 △ 4

合計 844 2,805 783 2,355 61 450

協議会

令和７年産（生産登録） 令和６年産実績 増減（R７-R６）
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令和７年度「富富富」生産対策の取組み状況について 

農産食品課 

農業技術課 

（１）品質、食味、収量向上対策関係  

区分 担当 目的、品種及びほ場数 

富山米総点検運動 
米対 

(農食) 

「コシヒカリ」および「富富富」の重点技術実施状況を

確認し、品質向上対策を徹底 

調査ほ ：コシヒカリ44か所、富富富25か所 

地域全体：地域を22か所にまとめて報告 

水稲生育観測ほ 農技 

・移植栽培の生育を把握し、適切な技術対策を実施 

「コシヒカリ」 ：16か所 

「てんたかく」 ： ７か所 

「てんこもり」 ： ４か所 

「富富富」   ： ４か所 

プラスチック削減全量基肥

肥料栽培実証 

（グリーンな栽培体系加速

化事業） 

農技 

・Ｊコート・SCUコート混合肥料の実証 

（移植「富富富」） 

４か所×対照、試験 

 

水稲新品種実用化促進事業 農技 
・富富富の収量性向上のための技術実証  

 ４か所×対照、試験              

 

（２）「富富富」生産拡大に向けた主な取り組み  

 

ア 「富富富」地域協議会支援事業 

富富富」地域協議会における生産者登録制度に係る申請・確認事務、生産・出荷体制の確立 

や食味・収量向上等のための活動を支援 

 

イ 「富富富」種子生産加速化支援事業 

   「富富富」の普及拡大に合わせ、種子の増産、（直播栽培等）種子保管のための調整経費、病 

害等発生防止対策経費（周知チラシ、発生防止研修会開催等）を支援 

 

ウ 温暖化に対応した米産地転換促進支援事業 

（ア）「富富富」モデル産地育成支援事業 

 地域の特性に対応した栽培方法や、推進体制を確立・普及する取組みを支援し、「富富富」 

への切替えを加速化するモデル産地を育成 

    （イ）「富富富」生産拡大加速化支援事業 

     温暖化に対応した米生産への計画（R7,8,9の３ヶ年分)を策定し、富富富の面積を３ha 

     以上拡大する経営体に対し、「コシヒカリ」から「富富富」への切替えを支援 

   

    エ 「富富富」生産拡大乾燥調製施設整備支援事業 

「富富富」の生産拡大に必要な水稲の乾燥調製（貯蔵）施設の改修等を支援 
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令和８年産「富富富」の生産者募集について（案） 

農産食品課 

１ 主な募集要件  

「富富富」は生産開始から８年目を迎え、地域単位でのまとまった生産拡大など、 

一定の定着がみられる。 

高温などの気象変動に対応できる産地を目指し、「富富富」の生産拡大に向けて、 

生産しやすい環境づくりを一層進めていくため、以下のとおり要件を設定する。 

 

 

◆生産者登録の考え方および主な要件等（案）◆  

下線部は、昨年からの変更点 

【募集対象】 

・富山県内に在住、かつ、富山県内で農業を営んでいる個人又は組織 

・生産者登録要件を遵守し、良食味・高品質生産を意欲的に行える方 

【基本要件等】 

・地域協議会の指導に基づき適切な栽培管理を行うこと 

・流通基準に基づく区分出荷・販売に同意すること 

・収穫物は区分管理し農産物検査を受けて、「出荷・販売計画」に基づいて 

出荷・販売すること 

・生産技術向上のため、生産者等で組織される地域協議会に参加すること 

【流通基準】 

・検査等級：１等 

・化学合成農薬の成分使用回数：１２以内 

【その他】 

・品質目標：玄米水分 14.5～15.0% 

玄米タンパク質含有率（水分15%換算値）6.4%以下 

・密苗栽培、乾田V溝直播栽培、湛水直播栽培（鉄、リゾケア含む）による     

低コスト栽培を行うことができます 

・新市場開拓用米（輸出用米）などの新規需要米、加工用米、備蓄米として

取り組むことができます 
 

 

２ 募集期間  

「１０月上旬～１２月中旬」 ※昨年から変更なし 
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草丈 ㎡茎数

（cm） （本/㎡） SPAD 群落葉色

62 580 35 4.0 125 140

　注）生育量　SPAD：草丈×茎数×SPAD÷10,000

　　　　　　　群落葉色：草丈×茎数×群落葉色÷1,000

SPAD 群落葉色
生育量

1回目 ２回目

適正 0.75～1.0 1.5

過剰 0 1.5

幼穂形成期
の生育量

N施肥量（kg/10a）

田植日 草丈

(月/日) (cm) (本/株) (本/㎡) 葉色板 SPAD

R７ 5月17日 70.8 23.5 512 12.5 4.1 35.1 7月13日 (8月4日)

R６ 5月17日 71.9 25.9 567 12.6 4.2 37.9 7月13日 8月4日

近年 5月15日 69.2 24.5 529 12.2 4.2 37.3 7月13日 8月4日

前年比・差 0 99 91 90 -0.1 -0.1 -2.8 0 ( 0 )

近年比・差 2 102 96 97 0.3 -0.1 -2.2 0 ( 0 )
注１）R７：10ほ場平均（生育観測ほ：４ほ場、新品種実用化・プラ削減　対照区：６ほ場）

注２）近年値：H29～R６平均

注３）本年の幼穂形成期及び出穂期は予測値

年次
茎数 葉齢

(L)

葉色 幼穂
形成期

出穂期

令和７年産「富富富」の生育状況と当面の技術対策について 
 

農 業 技 術 課 

広域普及指導センター 

１ 生育状況（生育観測ほ等データ） 

近年に比べ、草丈、茎数は並、葉色は淡く、葉齢は 0.3 葉進んでいる。 

葉齢を揃えて比較すると、近年に比べ、草丈、葉色は並、葉色は淡くなっている。 

幼穂形成期は、近年並の７月 13 日となった。 

今後、平年並の気温で推移した場合、出穂期は近年並の８月４日頃と見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 当面の技術対策 

 

 

 

 

（１）水管理 

・出穂期までは、稲体の活力を維持するため、飽水管理を行う。ただし、葉色が濃い場合は、

間断かん水を行う。 

・出穂後 20 日間は湛水状態を保ち、登熟期間の稲体活力を維持する。 

・出穂後 20 日間の湛水後、刈取り５～７日前までは間断かん水を行い、胴割米の発生

を防止する。 

（２）肥培管理 

・肥効調節型基肥栽培では、原則、追加穂肥は施用しない。ただし、現在葉色が急激に低

下していることから、出穂７日前の SPAD 値が 32（群落葉色 4.2）未満と淡い場合は、出

穂３日前までに窒素成分で 1.0kg/10a 程度の追加穂肥を行う。 

・分施栽培では、穂肥は生育量（表２）に応じて、表３を目安に１回目を幼穂形成期の７

日後頃、２回目を１回目の７日後に施用する。 

 

 

 

表１ 「富富富」の生育状況（７月 15 日 生育観測ほ等） 

 
現在、高温で経過し、葉色が淡いことから以下の管理を行う。 

①出穂期までの飽水管理による葉色低下の防止 

②出穂後 20 日間の湛水管理による稲体活力維持 

表２ 幼穂形成期の生育の目安 表３ 穂肥施用量の目安（分施） 
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令和７年度「富富富」の販売・ＰＲの取組み状況について 
 

市場戦略推進課 

 

「富富富」の生産拡大を進める中、第三期戦略に基づき、中食・外食用の需要拡大を図りつつ、

若い世代を中心に家庭用需要を拡大させ、県内・全国での浸透を図っていく。県内外の消費者の

リピート購入、ファン獲得につながるよう、情報発信ツール等を活用したＰＲや、キャンペーン

活動、実需者の販売活動支援などを展開する。特に、「寿司といえば、富山」や「富山マラソン」

など、他の事業と連携したＰＲを通し、美味しさとともに、「富富富」が身近であると感じること

ができる取組みを進める。 

 

１．令和７年度の販売・ＰＲについて（主なもの） 

 

（１）富富富ナビゲーター 

  イベントやメディアを通じて富富富の魅力発

信に協力いただく。 

・池田航さん（南砺市出身の俳優。ナビゲータ

ー３年目。） 

・登坂絵莉さん（高岡市出身のレスリング金メ

ダリスト。今年度ナビゲーター就任。）。 

 

 

（２）富富富レシピコンテスト（主に県内対象） 

【募集期間～９月14日まで、優秀作品の表彰10月26

日】 

  令和６年度から開始２年目。「富富富」を使用した

消費者参加型の料理レシピコンテストを開催。入賞

作品の表彰や、料理実演はとやまグルメ・フードフ

ェス 2025 内での実施を予定。おにぎりやお弁当など

の「わが家コース」、「寿司といえば、富山」プロジ

ェクトとの連動を図った「すしコース」の２つのコ

ースを設定。 

  

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２ 
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（３）各種メディアでの放送 

① テレビ関連（ＣＭ、ミニ番組放映） 

    料理レシピコンテストの入賞作品を池田航氏が調理する動画にコンテンツ化。 

テレビミニ番組での放送やＷｅｂサイトでも積極的に配信予定。 

 

② ＣＭ、ＳＮＳ用の作成予定動画 

  ・池田航氏考案レシピ動画（１本） 

  ・登坂絵莉氏考案レシピ動画（２本） 

  ・レシピコンテスト受賞作（未定、受賞レシピ数） 

  ・「富富富」生産農家動画（４本） 

  ・「寿司といえば、富山」連動ＰＲ動画（２本） 

  ・Ｒ７版給食動画（１本） 

  ・ＣＭ用新米時期動画（２種×２尺＝４本） 

 

 

（４）ＳＮＳを活用したＰＲ 

  各種イベントやフェアの周知はもちろん、ＳＮＳを活用したキャンペーンを実施。 

  

① 料理レシピ・トレンドを発信する「おうちごはん」とタイアップしたＰＲ（主に県外対象） 

Instagram投稿キャンペーン「おうちごはん（消費者参加型ＰＲ）」【10月～12月】 

   参加者を募集し、当選者へは「富富富」2kg 等を送付し、「富富富」を活用したアレンジレ

シピ等を投稿してもらう。投稿によって「富富富」について広く発信してもらうと同時に、

投稿者にも「富富富」のおいしさを体験してもらうキャンペーン。 

  

 ② ＃キャンペーン「毎月２のつく日は『#みんなで富富富』！」【10月～２月】 

   富富富公式アカウント（Ｘ）をフォローし、対象投稿をリツイートした者を対象に、抽選

で毎月22名に「富富富」２kgをプレゼントするキャンペーン（リピート実施）。 
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（５）富富富認知度調査 

   地域別（県内、首都圏、中京、関西）の富富富の浸透を調査し、効果的・効率的な広報宣

伝を実施。 

 

速報値  

   

 

 

 

 
  調査対象: 関東・近畿（関西）・東海（中京）の三大都市圏と富山県の20〜60代男女。 

サンプル数: 関東3,000名、近畿1,500名、中京1,500名、富山県500名。 
  調査目的: 富山県のお米「富富富」の認知度を把握し、今後のPR計画の参考にする。 
  調査方法: インターネットアンケート調査。 
  調査期間: 2025年5月30日〜6月4日。 
  調査機関：株式会社ビデオリサーチ 

 

 

 

２．富富富のＰＲイベント等について（主なもの） 

《 県内 》 

 

（１）令和７年産「富富富」出荷式 【10月１日（水）】 

  生産者・流通関係者出席のもと、新米「富富富」の出荷式を実施 [主催：全農富山県本部] 

  

（２）「富富富」飲食店フェア 【10月～11月】 

 ・「美味しい富山米の店」や「富山湾寿司」提供店等と連携した「富富富」を使用したメニュー

の提供・ＰＲを実施。 

   （参考：昨年参加店舗：77店舗（県内42、県外35）） 

 

（３）購入促進キャンペーン 【12～２月（予定）】 

 ・富富富の米袋についているシールを集めて、地産地消アプリ「食べトクとやま」アプリで応

募すると、抽選で富富富をプレゼントするキャンペーンを実施。 

 

（４）とやまグルメ・フードフェス2025でのＰＲ 【10月25日（土）, 26日（日）】 

 ・富富富料理レシピコンテスト表彰式、優秀作品の料理実演・試食 

・富富富ナビゲーター（池田航氏、登坂絵莉氏）によるトークショー 

 ・来場者へ抽選でお米等があたる富富富大抽選会 

 

 

調査対象 Q1 認知度 Q2 ロゴ認知度 Q3-1 購入あり 
関東 15.5％ 20.3% 20.6% 

近畿（関西） 13.7% 17.9% 18.0% 
中京 19.8% 25.0% 14.1% 
富山県 92.6% 93.9% 23.5% 
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（５）県内スポーツイベントでのＰＲ 

 ①「富山マラソン」（「富富富」おにぎりの配布等） 

【11月２日(日)】 

 ・県内外の人が多く集まる富山マラソンの場で、「富富富」おにぎ

り３万個（塩むすびと梅）をランナー（ゴール直後）、観客（ゴ

ール付近）等に配布。 

 ・富山マラソン（第 10 回記念大会）側の広報も通じて、「富富富

おにぎり配布」をＰＲする。 

 

② 他のスポーツイベント 

   各種スポーツイベントにて「富富富」などの富山米を使用し

たおにぎり等を配布。 

 

 

（６）「２のつく日はみんなで『富富富』」ＰＲ【10月～２月】 

 「２のつく日はみんなで『富富富』」として「富富富」を広く県民へ周知することで、興味・関

心と購買意欲向上を目的とする。 

 ・10月から１月までの毎月「２日・12日・22日」の２のつく日に、テレビＣＭや新聞広告、Ｓ

ＮＳ広告を掲載 

・「２のつく日」にレシピ動画等を特設サイトへアップ 

・毎月22日に食品スーパーの駐車場や店頭にキッチンカー

を設置し、炊きたて「富富富」の試食や、旬の食材とコ

ラボしたおにぎりなどを提供  等 

 

（７）「寿司といえば、富山」との連動ＰＲ 

  県内の親子等を対象に「寿司といえば、富山」体験モニターを募集。「富富富」を使用 

する寿司店での飲食や、ます寿しづくりの体験などは、動画コンテンツとして製作・配信。 

 

（８）学校給食でのＰＲ 

 ① 学校給食富富富提供支援事業 

小中学校の米飯給食で「富富富」提供を支援（事業実施主体：ＪＡ富山県中央会） 

   令和４年度から通年で実施。給食使用量のほぼ全量 Ｒ6実績：979㌧ 

 

 ② 給食教育用動画、富富富マガジンの配布 

「富富富」や富山県の米づくりを深く知り、好きになって、もっと食べてもらうことを目的

に、給食用動画の学校への配布や令和７年度版富富富マガジンの全児童生徒へ配布。 

 

 

 

今後、キッチンカーを富富富ラッピングに 
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《 県外 》 

 

（１）有楽町駅前広場での「富山フェア」【10月４日（土）】 [主催：全農富山県本部] 

 ・「富富富」をはじめとする富山米や農産物等をＰＲ販売。 

 

（２）日本橋とやま館「富富富新米フェア」【10月4日（土）～10月16日（木）】 

 ・パネル、ポスター等の展示、テレビＣＭ・ＰＲ動画の放映 

 ・新米発売記念 富富富ナビゲーター（池田航氏、登坂絵莉氏）との販売イベントの開催（10

月４日（土）） 

 

（３）「富富富」飲食店フェア 【10月～11月】 

 ・県内飲食店と同様に県外飲食店でも「富富富」を使用したメニューの提供・ＰＲを実施。 

   （参考：昨年参加店舗：77店舗（県内42、県外35） 

 

（４）量販店等でのＰＲ 

  ・県外のスーパーなど小売店において、全農富山県本部等と連携した試食販売等のプロモー

ションの企画、実施。 

 

  ・首都圏・・・ 11月 イオンレイクタウン（埼玉） 

  ・関西圏・・・ 11月 ＨＯＫＵＲＩＫＵ＋（大阪） 

  ・中京圏・・・ ２月 （名古屋） 

 

３ ＰＲツール等の制作 

（１）「富富富」マガジンの制作 

  県内の小中学生に配布用として制作。内容は「富富富」についての他、レシピコンテスト受

賞作品を掲載し、より県内の児童生徒が「富富富」への理解を深めてもらえるようレシピ動画

のＱＲコードを入れ、家庭でも気軽に調理できるよう、活用面も工夫。 

 

 ② ＰＲ資材作成 

  新キャッチコピー「笑顔ひろがる、毎日

『ふふふ』。」をベースに各種ＰＲ資材を作

成。 

また、海外展開やインバウンドへの対応と

して、英語版ポスターも併せて制作予定。 
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 海外向けポスター              新キャッチコピー入り米袋 

 

 
参考）今後のＰＲイベント等スケジュールについて（予定） 

月 内容等 
９月 ・～14日 レシピコンテスト募集 
10月 ・１日    「富富富」出荷式 

・３日～17日  instaglamおうちごはん募集期間 
・３日～    首都圏フェア開催 
・４日     首都圏フェアキックオフ 
・上旬～    県内フェア開催 
・10日     県内フェアキックオフ 
・15日～   ＳＮＳでの動画等配信①（～11月15日） 
・25日、26日 レシピコンテスト表彰、受賞レシピの実演 

（とやまグルメ・フードフェスにて） 
・上旬頃～  ハッシュタグキャンペーン開始（～２月末） 
・上旬頃～  ２のつく日ＰＲキャンペーン開始（～２月22日） 
・上旬頃～  給食動画放映開始 
・中旬頃～   ＣＭ放映①（～11月）※県内は上旬からの放映を予定 
・時期未定   生産農家の動画配信開始（４本） 
・時期未定  「寿司といえば、富山」動画配信開始（４回） 

11月 ・1日、２日 富山マラソンにてランナー他へのおにぎり配布 
・12日以降  おうちごはん当選者による投稿の開始（～12月３日） 

12月 ・上旬頃～  ＫＮＢミニ番組放映（～２月、全８回） 
１月 ・中旬頃～  ＣＭ放映②（～２月） 

・下旬頃   「富富富」マガジン完成、県内児童へ配布 
２月 ・15日～  ＳＮＳでの動画等配信②（～３月10日） 
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「富富富」戦略推進会議設置要領の改正について 

 
 
 

別紙のとおり、「富富富」戦略推進会議設置要領を改正する。 
 
 
 
 主な改正点の概要 

 ・生産登録部会の権限の明確化 

 ・要領上の委員長・委員の役職の更新 

 

資 料 ３ 
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「
富

富
富

」
戦

略
推

進
会

議
設

置
要
領

 
（

改
正
案

0
7
24

現
在

）
 

旧
 

新
 

（「
富

富
富

」
戦

略
推

進
会

議
の

設
置

）
 

第
１

条
 

富
山

県
が

開
発

し
た

水
稲

新
品

種
「

富
富

富
」

の
良

食
味

・
高

品
質

生
産

と
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
展

開
に

よ
り

、「
富

富
富

」
が

本
県

を
代

表
す

る
ブ

ラ
ン

ド
米

と
し

て
育

つ
よ

う
、

関
係

機
関

・
団

体
等

か
ら

な
る

「
富

富
富

」
戦

略
推

進
会

議
（

以
下

、「
推

進
会

議
」

と
い

う
。）

を
設

置
す

る
。

 

（
略

）
 

（
所

掌
事

務
）

 
第

２
条

 
 

推
進

会
議

は
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

所
掌

す
る

。
 

（
１

）「
富

富
富

」
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

関
す

る
こ

と
 

（
２

）「
富

富
富

」
の

生
産

対
策

に
関

す
る

こ
と

 
（

３
）「

富
富

富
」

の
流

通
・

販
売

に
関

す
る

こ
と

 
（

４
）「

富
富

富
」

の
Ｐ

Ｒ
に

関
す

る
こ

と
 

（
５

）
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

（
略

）
 

（
構

成
）

 
第

３
条

 
推

進
会

議
は

、
別

表
１

に
掲

げ
る

者
で

構
成

す
る

。
 

 
 

２
 

推
進

会
議

に
委

員
長

を
置

き
、

委
員

長
は

富
山

県
農

業
協

同
組

合
中

央
会

長
を

充
て

る
。

 

  ２
 

推
進

会
議

に
委

員
長

を
置

き
、

委
員

長
は

富
山

県
農

業
協

同
組

合
中

央
会

代
表

理
事

会
長

を
充

て
る

。
 

（
委

員
長

の
職

務
）

 
第

４
条

 
委

員
長

は
、

推
進

会
議

を
代

表
し

、
会

務
を

総
理

す
る

。
 

 
 

２
 

委
員

長
に

事
故

あ
る

と
き

は
、

委
員

長
が

あ
ら

か
じ

め
指

名
す

る
者

が
、

そ
の

職
務

を
代

行
す

る
。

 

（
略

）
 

（
推

進
会

議
の

開
催

）
 

第
５

条
 

推
進

会
議

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
県

が
招

集
す

る
。

 
２

 
委

員
長

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
第

３
条

第
１

項
に

定
め

る
者

以
外

の
出

席
を

求
め

、
意

見
等

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
３

 
委

員
が

、
出

席
で

き
な

い
と

き
は

、
代

理
人

を
出

席
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
略

）
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（「
富

富
富

」
生

産
者

登
録

検
討

部
会

の
設

置
）

 
第

６
条

 
「

富
富

富
」

の
生

産
者

登
録

の
審

査
を

行
う

、「
富

富
富

」
生

産
者

登
録

検
討

部
会

（
以

下
、「

検
討

部
会

」
と

い
う

。）
を

設
置

す
る

。
 

２
 

検
討

部
会

は
、

別
表

２
に

掲
げ

る
者

で
構

成
す

る
。

 
３

 
検

討
部

会
は

、
必

要
に

応
じ

て
、

県
が

召
集

し
、

会
議

の
座

長
は

、
別

に
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
（

新
設

）
 

（「
富

富
富

」
生

産
者

登
録

検
討

部
会

の
設

置
）

 
第

６
条

 
「

富
富

富
」

の
生

産
者

の
登

録
審

査
を

行
う

、「
富

富
富

」
生

産
者

登
録

検
討

部
会

（
以

下
、「

検
討

登
録

部
会

」
と

い
う

。）
を

設
置

す
る

。
 

２
 

検
討

登
録

部
会

は
、

別
表

２
に

掲
げ

る
者

で
構

成
す

る
。

 
３

 
検

討
登

録
部

会
は

、
必

要
に

応
じ

て
、

県
が

召
集

し
、

会
議

の
座

長
は

、
別

に
定

め
る

富
山

県
農

林
水

産
部

次
長

又
は

参
事

（
技

術
）

が
こ

れ
に

あ
た

る
も

の
と

す
る

。
 

４
 

登
録

部
会

は
、

申
請

の
あ

っ
た

生
産

者
を

審
査

し
た

う
え

、
生

産
者

を
登

録
す

る
も

の
と

す
る

。
 

５
 

登
録

部
会

開
催

後
は

、
そ

の
結

果
を

推
進

会
議

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
幹

事
会

の
設

置
）

 
第

７
条

 
推

進
会

議
の

所
掌

事
項

に
つ

い
て

、
効

率
的

な
検

討
を

図
る

た
め

幹
事

会
を

設
置

す
る

。
 

２
 

幹
事

会
は

、
別

表
３

に
掲

げ
る

者
で

構
成

す
る

。
 

３
 

幹
事

会
は

、
富

山
県

農
林

水
産

部
次

長
（

技
術

）
が

必
要

に
応

じ
て

召
集

し
、

会
議

の
座

長
は

、
富

山
県

農
林

水
産

部
次

長
が

こ
れ

に
あ

た
る

も
の

と
す

る
。

 

    ３
 

幹
事

会
は

、
富

山
県

農
林

水
産

部
次

長
又

は
参

事
（

技
術

）
が

必
要

に
応

じ
て

召
集

し
、

会
議

の
座

長
は

、
富

山
県

農
林

水
産

部
次

長
又

は
参

事
（

技
術

）
が

こ
れ

に
あ

た
る

も
の

と
す

る
。

 
（

事
務

局
）

 
第

８
条

 
推

進
会

議
に

係
る

事
務

局
は

、
富

山
県

農
林

水
産

部
市

場
戦

略
推

進
課

に
置

く
。

 

（
略

）
 

（
そ

の
他

）
 

第
９

条
 

こ
の

要
領

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、

推
進

会
議

の
運

営
に

必
要

な
事

項
は

、
委

員
長

が
別

に
定

め
る

。
 

（
略

）
 

（
附

  
則

）
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

３
０

年
６

月
２

９
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

こ
の

要
領

は
、

令
和

４
年

７
月

７
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

   こ
の

要
領

は
、

令
和

７
年

 
月

 
日

か
ら

施
行

す
る

。
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0

「富
富
富
」生
産
・販
売
・P
R戦

略
〇
15
年
の
歳
月
を
か
け
、
高
温
に
強
い
品
種
と
し
て
平
成
30
年
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
。
令
和
5年

の
猛
暑
な
ど
地
球
温
暖
化
を
見
据
え
、
生
産
と

消
費
･需
要
拡
大
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
る
。
[令
和
6年

3月
策
定

戦
略
期
間
:令
和
6年

度
〜
令
和
10
年
度
]

目
標
達
成
に
向
け
た
対
策

○
生
産
対
策

○
販
売
・
Ｐ
Ｒ
対
策

R
７

見
込

R
６

R
5

R
4

（
2,
80
5）

2,
35
5

1,
64
0

1,
44
5

栽
培

面
積

(h
a)

（
14
,0
00

）
10
,9
16

7,
64
1

7,
04
6

生
産

量
(㌧

)

R
10

（
目

標
）

10
,0
00

(5
0,
00
0)

①
高

品
質

・
良

食
味

・低
コ

ス
ト

生
産

の
推

進

・
地

域
の
特

性
に
応

じ
た
収

量
・
食

味
安

定
化

技
術

の
確

立
・
普

及
・
肥

料
２
割

、
農

薬
３
割

減
に
よ
り
、
環

境
に
や

さ
し
く
低

コ
ス
ト
な
生

産
・
生

産
者

登
録

制
度

等
の
検

討
な
ど

②
生

産
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

・
地

域
で
の
指

導
体

制
の
強

化
・
ＪＡ

等
の
乾

燥
調

製
施

設
の
受

入
体

制
づ

く
り
の
加

速
化

・
種

子
の
計

画
的

な
生

産
と
供

給
な
ど

 
高

温
に
強

く
１
等

比
率

が
高

い
 
草

丈
が
短

く
倒

伏
し
に
く
い

 
肥

料
･農

薬
の
削

減
で
、
低

コ
ス
ト
化

や
環

境
負

荷
の
低

減
に
つ

な
が
る

＜
生

産
面

の
メ

リ
ッ

ト
＞

(％
)

①
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
需

要
・
消

費
拡

大
の

推
進

・
中

食
･外

食
用

の
需

要
を
維

持
し
つ

つ
、
家

庭
用

を
拡

大
（
家

庭
用

6
割

、
中
食
･外

食
用

4
割

を
め
ざ
す

）

○
家

庭
用

の
拡

大
…

食
べ

て
も
ら
う
、
知

っ
て
も
ら
う
機

会
の
創

出
 

学
校

給
食

な
ど
若

い
世

代
へ

の
浸

透
 

効
果

的
な
情

報
発

信
(S
N
S
、
マ
ガ
ジ
ン
等
)

 
多

様
な
食

べ
方

の
紹

介
(料

理
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
等
)

 
小

売
店

舗
等

で
の
試

食
・
Ｐ
Ｒ
販

売
な
ど

○
中

食
･外

食
用

の
拡

大
…

中
食

・
外

食
事

業
者

の
継

続
活

用
支

援
 

富
富

富
活

用
商

品
や

メ
ニ
ュ
ー

の
Ｐ
Ｒ
、
フ
ェ
ア
開

催
支

援
な
ど

②
流

通
・
販

売
事

業
者

・消
費

者
へ

の
ア

ピ
ー

ル

・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
見

直
し
等

に
よ
り
ア
ピ
ー

ル
を
強

化
現

行
｢う

ま
み
。
あ
ま
み
。
ふ
と
香
る
。
ほ
ほ
え
む
う
ま
さ
、
富

山
か
ら
。
｣

 
猛

暑
な
ど
の
環

境
下

に
お

い
て
も
安

定
し
た
品

質
 
「
弁

当
や

お
に
ぎ
り
に
合

う
」「

あ
っ
さ
り
し
て
様

々
な
お

か
ず

に
合

う
」
等

の
用

途
の
広

さ
 
環

境
に
配

慮
し
た
米

づ
く
り
な
ど

③
海

外
市

場
の

ニ
ー

ズ
の

掘
起

し
と

輸
出

拡
大

【用
途

別
割

合
】

（
R

4年
産

）

…
流

通
・
販

売
事

業
者

や
消

費
者

か
ら

選
ば

れ
る

ア
プ

ロ
ー

チ

…
：
生

産
者

が
取

り
組

み
や

す
い

環
境

づ
く
り

【
１

等
比

率
の

推
移

】

（
R

5年
産

）

【品
種

構
成

イ
メ

ー
ジ

】

（
R

10
年

産
）

（
R

10
年

産
）

(富
富

富
＋

富
山

湾
鮨

)

（
R5

：
12

月
末

現
在

）
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